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【好生館ニュース】
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館 長 か ら 一 言 館 長 樗 木  等

平成28年度新規採用職員辞令交付式

　平成28年春の新年度を迎え、一言ご挨拶を申し上げます。
　今年度は、好生館が県立病院から地方独立行政法人へ移行して７年目
となります。また、法人化後の第２期中期計画（４年間）としては、
後半に入る節目となる時です。この間、好生館の経営内容も大幅に
改善し、平成26年度から本格的に始まった新病院建替えの償還金
返済や、旧好生館跡地の整備にかかる費用も、支払いが何とか可能に
なっています。これも、全職員の努力のほか、地域の皆様の支えが
あったから出来たことです。衷心より感謝申し上げます。
　第２期中期計画前半の２年間を振り返りますと、先ず、患者さん・
ご家族に対する接遇マナーの改善に力を入れ、地域医療連携センター
や相談支援センターの機能を強化して、顔の見える連携を目指しました。 

　また、明治時代にあってその後無くなっていた研究所も新たに立ち上げ、国の科学研究費の獲得
も可能になりましたので、今後、佐賀県のがん登録事業や、一人一人にあったがんやその他の生活
習慣病の個別化医療の実現を可能にしていきたいと思っています。さらに、臨床検査部門が国際
標準規格のISO15189を佐賀県で始めて取得したほか、厚生労働省から平成28年度のDPC第II群病
院の認定を受け、病院の各種機能指数が大学病院並みに高いことが示されました。
　この４月から、第２期中期計画の後半に入りますが、全職員と共にさらに研鑽を積み、地域社会
の益々の期待に答えられる好生館になることを誓いたいと思います。
　これからも変わらぬご支援とご指導をいただきますよう、切にお願い申し上げます。

理 事 長 の あ い さ つ 理事長 中 川 原  章
新年度を迎えて

副館長
がん診療統括部長 佐藤　清治

平成27年度
好生館がん県民公開講座

　春は別れと出会いの季節ですが、皆様におかれては充実した新年度を
お迎えの事と存じます。
　 報 告 事 項 と し て 昨 年 の 1 2 月 に 当 館 の 検 査 部・輸 血 部・病 理 部 が I S O  
15189：2012臨床検査室として認定を受けました。各種検査精度の保証を
得たと考えていますが、今後も継続的な改善作業が求められます。
　今年度も基幹型の初期研修医を８人含め、医師、看護師、その他多くの
新職員を迎えます。新職員は好生館全職員の10数％にあたります。新職員を迎えるにあたり教育研修が
重 要 で す が 、新 陳 代 謝 が 進 ん で い る こ と の 証 左 で あ り 、病 院 の 楽 し み で も あ り ま す 。医療プロ
フェッショナリズムを念頭に、しっかりと教育研修して患者さんに愛される、信頼される医療人養成
を目指します。
　今年度は診療報酬改定の年ですが、好生館は高度急性期、急性期病院としての役割を活かし、地域
包括ケアシステムへの医療介護連携を一層充実参画して参ります。好生館が継続してめざすものは
安心安全な医療提供です。今後とも皆様のご支援ご鞭撻を宜しくお願いいたします。

　「こころのかよいあう医療を」をテーマに、2月20日に好生館
で開催致しました。第1部「がんとともに自分らしく生きる」
では、好生館の4名のがん関連認定看護師、1名の検診マンモ
グラフィ撮影認定診療放射線技師からの講演があり、第2部

「忘れないで検診！がん予防！」は、ミュージシャンの木原
慶吾氏による素晴らしい歌とともに、ご自身のがん経験を
交えた感動的なメッセージでした。雨にも拘らず、206名も
の県民の皆様のご参加があり盛況となりました。

がん相談支援センター
がん相談支援係長 大石　美穂

感謝！UICC世界対がんデー2016
公開シンポジウムのご報告

　2月6日、佐賀市アバンセで当館中川原理事長が開催
責任者の「小学生のがん教育とがんの子ども」をテーマと
したシンポジウムを開催しました。会場は351名の参加者
でいっぱいになり、アンケート結果も次世代の担い手への
がん予防教育と小児がんの患児への理解が深まったこと
を実感できるものでした。これはご講演、展示ブース、
ミュージカル、ボランティア
スタッフの皆さまの想い
が伝わった成果です。
　 深 く 感 謝 申 し 上 げ 、
今後の当館の取組に活か
して参ります。

嘉瀬町有重地区
老人クラブ勉強会を開催しました

　日頃からお世話になっている有重地区の皆様から「認知症」
「 腰 痛 」の 症 状 お よ び 予 防 法 に つ い て の 勉 強 会 の 開 催 要 望 を

受け、１月29日（金）に老人クラブの皆様の健康増進のお役に立ち
たいという趣旨で第１回目を開催しました。
　勉強会では、脳神経外科坂田部長が「認知症と脳の働き」に
ついて講演致しました。参加された方々は熱心に聞き入られ、

「認知症を発症するメカニズム
等、図解を用いてわかりやすく
説明頂いた」と感想を述べられ
ていました。講演後は活発な質
問が飛び交い、皆さんの興味の
深さを感じました。

契約課主事
牛島　卓也 

副事務部長
吉山　紀章

マチカフェ オープン

　平成28年度の新規採用職員に対する辞令交付式が、４月１日に
多目的ホールで行われました。
　今回の辞令交付式で、医師68名（臨床研修医22名を含む）、看護師
27名、臨床検査技師等コメディカル９名及び事務職員12名の総勢
116名が歴史ある好生館の職員となられました。
　今後は、新職員研修や現場での諸先輩方の指導等により一日も
早く好生館の職員として、県民の健康の増進に寄与できるよう努力
していただきたいと思います。

News

事務部　総務課　課長
原　淳二

　平成28年1月25日、
好生館内ローソン前、
ホスピタルモールエ
リア に マ チ カフェが
オープンしました。

患者さん・ご来館のみなさまの休憩スペースとして
ぜひご利用ください。来館される皆様が少しでもリ
ラックスいただけたら幸いです。

営業時間 平日のみ　午前9時から午後5時まで
（4時30分オーダーストップ）

取扱商品 各種コーヒー・紅茶およびドーナツほか
焼き菓子等
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▲救命救急センターのメンバー

　好生館では救急患者の初期診療のさらなる充実を目指し、ドクターカー・

ドクターヘリの診療を行っています。

　好生館ドクターカーは2011年 JA共済佐賀県本部から寄贈され、今年で6年目

となり年間約400件出動しています。佐賀県ドクターヘリの運航は、新病院

移転後の2014年から始まり1月で2年が経ちました。これまでに要請された

件数は500件を超えています。

　このような病院前診療・救護の場では、専門的な研修を受けた看護師たち

が活躍しています。緊迫した現場でのドクターカーナースとフライトナース

の業務や役割をご紹介します。

　｢要請、入ります！」無線から聞こえる声とともに、

ドクターカーに走りこみます。

　スタッフは看護師8名と医師7名、救命士3名で、

週5日出動しています。

　現場に向かう車内で、無線による情報をもとに

必要な準備を行い、住居・施設、一般道、山中や川、

田 畑 な ど 患 者 が い る “ そ の 場 所 ” で 処 置 や 治 療 を

施します。救命が最優先ですが、状況によっては突然

の 場 に 居 合 わ せ た 家 族 の 対 応 を ま ず 行 う な ど 、

常に優先順位を考えたケアを心がけています。

ドクターカーナース

　現在、好生館には5名の看護師がフライトナース

として活動しています。フライトナースの業務は

現場で迅速かつ的確な医療が提供できるよう搭載

資機材や薬剤の点検から始まります。

　 ド ク タ ー ヘ リ の 要 請 が 入 る と 約 ５ 分 で 現 場 へ

向けて離陸し、佐賀県内であれば15分以内に現場

上空に到着します。機内では、医師と連携しあらゆる

事態を想定しながら処置の準備を行っていきます。

　また現場では、医師・看護師以外にも救急消防・

警察など様々な職種の方との関わりがあり、迅速

な処置、情報収集、搬送準備ができるよう多職種と

の調整を行うこともフライトナースの重要な役割

です。

フライトナース

▲フライトチーム
　（操縦士さん、整備士さんもチームの一員です）

肝胆膵内科

河口　康典

04

肝胆膵内科
部長

産婦人科産科
部長

　C型肝炎は肝癌を引き起こす一番の原因ですが、抗ウイルス

治療の進歩は目覚ましく、現在は12週間の飲み薬でほと

んどの症例はウイルス排除が可能です。

　ウイルス排除により発癌率は大きく低下しますので、

是非、多くの患者さんに受けていただきたいと思います。

　一方で進行肝癌に対する治療法はまだ限られています

が、現在、好生館では、免疫を活性化することで抗癌作用

を発揮する新規薬剤の治験を行っています。

　対象と思われる患者さんは、一度、当科医師にご相談く

ださい。

　今後も、皆様に最新の治療を提供できるように尽力し

ていきたいと思います。

肝疾患における
新規治療薬のご紹介

【診療科の紹介】 【看護部だより】
KOSEIKAN  DAYORI

 Nurse  Letter

看護
部

だより
産婦人科

室　雅巳

変わりゆく佐賀県の
産婦人科医療の中で

脳神経内科

髙島　洋

　10～20年後の佐賀県中部医療圏では脳血管障害、認知

症、肺炎、骨折の患者さんが増加することが予想されてい

ます。脳神経内科は脳血管障害、認知症、てんかん、パーキ

ンソン病をはじめとする神経難病を扱っています。

　好生館では特に患者さんが多いパーキンソン病につい

て専門外来を開いて診療しています。

　また認知症の鑑別診断検査としての頭部MRI、脳血流

シンチ、DAT scan, MIBG心筋シンチなどの検査も可能で

あり、地域の先生からの検査依頼に対応しています。どう

ぞ気軽に紹介してください。

今後患者数増加が
予想される診療科 脳神経外科

坂田　修治
脳神経外科
部長

脳神経内科
部長

　脳神経外科では急性期から治癒後の生活の質に注目した

医療を行っています。最新の画像診断装置を用いた術前

の手術シミュレーション、モニタリングやナビゲーション

を駆使した手術等により、神経障害を最小限に留めるよ

うにしています。

　また、外傷や脳卒中で起こった機能障害をできるだけ改

善させるように、発症早期からの急性期リハビリテーション

に力を注いでいます。脳卒中センター、外傷センター、がん

センター等の一員として、専門的知識を持った多職種で

のチーム医療を推進することにより、「患者さん中心の医療」

を目指しています。

生活の質の向上を
目指した医療を
提供します

　佐賀県では診療規模を縮小する産婦人科施設が増加

しています。広域佐賀地区における当科の位置づけは、

佐賀大学病院、NHO佐賀病院に次ぐ2次医療を担ってい

るというのが一般的な認識でしたが、そういう状況では

ありません。

　実は産婦人科領域全般をカバーできる3次医療施設は

県内にはなく、当院も含めて、各々得手不得手がある中

で相互に補い合いつつ地域の産婦人科医療を支えてい

ます。周囲からも上記2病院と同等の役割を期待される

ようになっており、期待に応えられるような医療を提供

するための環境を整備することが急務であると考えて

います。

03



▲救命救急センターのメンバー

　好生館では救急患者の初期診療のさらなる充実を目指し、ドクターカー・

ドクターヘリの診療を行っています。

　好生館ドクターカーは2011年 JA共済佐賀県本部から寄贈され、今年で6年目

となり年間約400件出動しています。佐賀県ドクターヘリの運航は、新病院

移転後の2014年から始まり1月で2年が経ちました。これまでに要請された

件数は500件を超えています。

　このような病院前診療・救護の場では、専門的な研修を受けた看護師たち

が活躍しています。緊迫した現場でのドクターカーナースとフライトナース

の業務や役割をご紹介します。

　｢要請、入ります！」無線から聞こえる声とともに、

ドクターカーに走りこみます。

　スタッフは看護師8名と医師7名、救命士3名で、

週5日出動しています。

　現場に向かう車内で、無線による情報をもとに

必要な準備を行い、住居・施設、一般道、山中や川、

田 畑 な ど 患 者 が い る “ そ の 場 所 ” で 処 置 や 治 療 を

施します。救命が最優先ですが、状況によっては突然

の 場 に 居 合 わ せ た 家 族 の 対 応 を ま ず 行 う な ど 、

常に優先順位を考えたケアを心がけています。

ドクターカーナース

　現在、好生館には5名の看護師がフライトナース

として活動しています。フライトナースの業務は

現場で迅速かつ的確な医療が提供できるよう搭載

資機材や薬剤の点検から始まります。

　 ド ク タ ー ヘ リ の 要 請 が 入 る と 約 ５ 分 で 現 場 へ

向けて離陸し、佐賀県内であれば15分以内に現場

上空に到着します。機内では、医師と連携しあらゆる

事態を想定しながら処置の準備を行っていきます。

　また現場では、医師・看護師以外にも救急消防・

警察など様々な職種の方との関わりがあり、迅速

な処置、情報収集、搬送準備ができるよう多職種と

の調整を行うこともフライトナースの重要な役割

です。

フライトナース

▲フライトチーム
　（操縦士さん、整備士さんもチームの一員です）

肝胆膵内科

河口　康典
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【感染制御部だより／医療安全管理部だより／診療支援部門だより】【検査部／国際交流室】
KOSEIKAN  DAYORI

感染管理認定看護師　三好　恵美子
感染制御部

感 染 制 御 部 だ よ り

医療安全管理部だより

　昨年、佐賀県では流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）患者
発生の報告数が例年と比較し増加していました。
　おたふくかぜのような流行性ウイルス疾患には、予防
接種を受ける事で70～90%の免疫をつけ感染症にか
かる、あるいは重症化するのを防ぐ事ができるものが

あります。
　また、自分自身が感染症にかかる事を防ぐことで、
周囲の人へ感染が拡がるのを防ぐ事ができます。
　予防接種法が改正され予防接種を受けている人は
増加していますが、年代に
よっては予防接種を受けて
おらず、免疫を持っていな
い人もいます。 免疫をつけ
る予防接種は、重要な感染
予防策の一つです。

　医療安全管理部は、好生館のインフォームドコンセ
ント（IC）文書を一元管理すべく、館内の全IC文書に、
治療法の概要、期待される結果、起り得る有害事象、説
明した以外の治療法の有無、拒否も可能である事等の
内容が含まれているか見直す作業をしています。
　これは説明を受けた患者が自分の意志で、「正しい

情報を得た上で合意」をするインフォームドコンセン
ト本来の意味において必要な事だと考えています。
　 さ ら に 各 診 療 科 に 対 し
て、患者・家族と良い信頼関
係のもと分かり易い説明が
されるよう発信し続けてい
きたいと考えています。

病棟での薬剤師の
活動について

国際交流室の紹介

診療支援部門だより

　当館ではICUや救命救急センターも含めた全病棟に
担当薬剤師を配置しています。
　入院される患者さんには、普段服用されているお薬
とお薬手帳を持参していただき確認を行っています。
その情報を医師や看護師等の医療スタッフと共有す
ることで、スムーズに治療が開始できるようになりま
す。入院中に新たに始まった薬剤についても、患者さ
ん個々の全身状態を考慮して、適正な量か、副作用は
無いか、効果が得られているかなどの確認を行ってい
ます。
　今後も患者さんの薬への不安
を解消し、医薬品を正しく安全に
使用していただくために尽力し
ていきたいと思います。

予防接種について

インフォームドコンセントへの
取り組み紹介

薬剤部　主任薬剤師
　　　　 竹内　恵

　昨年12月から当館臨床工学技士部門は、夜間宿直・
日曜日直業務を開始し、24時間院内常駐としました。
　これは種々の緊急臨床業務に即時対応し、安定した
高度医療に寄与するためです。開業の先生方から紹介
の急性心筋梗塞や重症心不全症例等に対しても、これ
まで以上に迅速に緊急心臓カテーテルや補助循環業
務・緊急手術等に対応出来るようになりました。宿直
開始した12月および本年1月までの2ヶ月間に緊急心
臓カテーテル症例：12例、大動脈内バルーンポンプ症
例：3例、経皮的補助循環症例：1例、緊急手術症例：3例
等に対応しました。
　今後も先生方に
安心して御紹介い
た だ け る 様 、当 館
の医療機能の充実
に寄与していきた
いと思います。

検査部ISO 15189：2012認定証取得!

　ISO15189とは、ISO(国際標準化機構)が臨床検査
室の品質と能力に関する特定要求事項を提供するも
のとして作成した国際規格です。
　検体採取から検査結果の報告まですべての検査業
務に関して国際的なマネジメントシステムの要求事
項に従って検査を行うことが必要となります。検査
部・輸 血 部・病 理 部 は 検 査 の 質 の 向 上 、業 務 の 見 直
し、職員の意識改革、人材育成などを主な目的として
約1年にわたって認定取得のための種々の活動、準
備を行ってまいりました。
　昨年10月に日本適合性認定協会の厳しい審査を受
け、12月17日にISO15189：2012認定を取得しました。

　そして本年1月25日に当
館 に お い て 認 定 証 授 与 式
が行われました。この認定
取得は、当館の検査結果が
一 定 以 上 の 品 質 が 保 た れ
ていることが、国際的に認められたことになります。
　今後はISO15189に則って、今まで以上に検査の質
の向上に努め、更に信頼される検査部になれるよう
励んでまいります。

国際交流室

検査部部長
森　大輔

In ternat ional Of f ice

国際交流室　室長
救命救急センター副センター長 佐藤 友子

　国際的に開かれた病院を目指して、平成27年度、好生館
に国際交流室が発足しました。現在、国際緊急援助や発展
途上国医療支援経験のある医師・看護師や、当院所属の
外国人医師を室員として活動しております。
　これまでに２回のセミナーを開催しました。第１回は国際
医療活動の実際をJICA国際緊急援助・日赤救護・パシフィック
パートナーシップにおける医療活動について、第２回は
好生館で働く外国人医師から日本の児童教育との違い・
中国医科大学の教育内容などについて報告しました。

　今後は、職員の海外研修・国内外の救援医療活動・保健活
動を支援し、他国からの研修生・見学者を受入れやすい環
境を整えるとともに、地域の国際交流団体との連携を図り
ながら、外国人患者の皆さまのサポート、院外講師による
講演会（患者の皆さまにもお聞きいただける講演会も開催する
予定です）、災 害 時 の
募金活動支援などを
行っていく予定です。

臨床工学技士24時間
院内常駐開始！

MEセンター
臨床工学技士長 　成田　安志

内藤光三センター長(兼)とMEセンタースタッフ

▲第1回 国際交流室セミナー

ロシア国立小児血液・腫瘍・
免疫研究センター長ご訪問

▲

佐賀
県初！

！
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部・輸 血 部・病 理 部 は 検 査 の 質 の 向 上 、業 務 の 見 直
し、職員の意識改革、人材育成などを主な目的として
約1年にわたって認定取得のための種々の活動、準
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館 に お い て 認 定 証 授 与 式
が行われました。この認定
取得は、当館の検査結果が
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ていることが、国際的に認められたことになります。
　今後はISO15189に則って、今まで以上に検査の質
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国際交流室

検査部部長
森　大輔

In ternat ional Of f ice

国際交流室　室長
救命救急センター副センター長 佐藤 友子

　国際的に開かれた病院を目指して、平成27年度、好生館
に国際交流室が発足しました。現在、国際緊急援助や発展
途上国医療支援経験のある医師・看護師や、当院所属の
外国人医師を室員として活動しております。
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中国医科大学の教育内容などについて報告しました。
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MEセンター
臨床工学技士長 　成田　安志

内藤光三センター長(兼)とMEセンタースタッフ

▲第1回 国際交流室セミナー

ロシア国立小児血液・腫瘍・
免疫研究センター長ご訪問

▲

佐賀
県初！

！
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開放型病院登録医のご紹介

　当院は、世界遺産「三重津海軍所」から徒歩５分の場所に存在
し、日赤の父「佐野常民」生誕の早津江にて、明治15年に開業。
　その後、早津江内で移転しつつ、平成４年、現在の姿となり
ました。19床の有床診療所を中心に、介護施設を併設し、地域
医療・介護に職員一丸となって励んでおります。川副町では、
唯一の病床であり、地元の先生との「診診連携」、好生館との

「病診連携」に利用して頂いており、この場を借りてお礼申し上
げます。特に好生館には、急患を初め、様々な患者さんをいつ
も快くお引き受けいただき、感
謝に堪えません。
　佐賀の医療の「最後の砦」と
して、これ からもよろしくお 願
いいたします。

　いつもお世話になっております。当院は昭和53年開業の内
科系有床診療所（一般11床、療養型7床）です。
　小さな診療所ですが一般内科診療、上部下部消化管内視鏡
検査（大腸ポリペクトミー含む）、入院診療、緩和医療などなど
スタッフ一丸となって全力で取り組んでいます。
　 管 理 栄 養 士 による 栄 養 指
導 、理 学 療 法 士 によるリハビ
リテーションも行っています。
　今後ともどうぞよろしくお願
いいたします。

　当院は佐賀市川原町で内科を開業している無床の診療所
です。
　標榜科は、内科、消化器内科、糖尿病内科ですが、特に好生
館の糖尿病内科には患者さんの連携でお世話になっており
ます。また、好生館には糖尿病だけにとどまらず、救急疾患
や、その他様々な疾患の当院
か ら の 紹 介 患 者 さ ん に 対 応
し て い た だ い て お り 感 謝 致
しております。
　 今 後 と も ど う ぞ よ ろ し く
お願い申し上げます。

院長

枝國　源一郎
〒840-2203
佐賀市川副町早津江265
TEL 0952-45-1521

【地域医療連携センターだより／相談支援センターだより】
KOSEIKAN  DAYORI

地域医療連携センター
　　　 地域医療連携室
　　　 副室長　徳永　尚子

　地域医療連携室では、平成28年2月9日（火）に地
域医療従事者研修会「食べられないを精神科から考
える」を当館にて開催しました。院外から149名（主
に看護師、栄養士、理学療法士、介護支援専門員）の
方々が参加され、活発に質問などをいただき有意義
な研修会となりました。研修会の案内は、医療機関
以外にも介護施設、訪問看護ステーションの方々へ

も行っていますので、是非ご参加ください。
　平成28年４月11日より、医療機関から新患患者の
事前予約をインターネットを介して直接予約できる
システムを開始しています。連携医療機関には、事前
にお知らせしていますので、御不明な点がありまし
たら下記へ御連絡ください。

一般相談支援室
副室長

田代　加代子転退院支援についてのご案内
　平成28年4月の診療報酬改正に伴い、退院支援に
関する積極的な取り組みや、医療機関間での連携を
推進するための評価が充実した内容となりました。
　一般相談支援室では、転退院支援が大きな比重を
占め、在院日数の短縮化にともない依頼件数も急増
しております。患者入院後、早期より退院困難な要
因を有する患者を退院支援スクリーニングシート
で抽出し、主治医、病棟退院調整看護師、多職種と連
携を図りながら、退院支援計画書を立てることで、
患者・家族が安心・納得して退院し、早期に住み慣れ
た地域や療養先での生活を継続できるよう支援し

ています。また、連携医療機関とのカンファレンス
や症例検討会を定期的に開催し、地域医療連携セン
ターも含めて、医療機関間での連携を更に強化する
ように努めています。

　がん相談支援センターより、「ＣＳＴ研修会」と
「緩和ケア研修会」についての報告とお知らせです。
◆平成28年2月27日（土）・2月28日（日）
　「 が ん 医 療 に 携 わ る 医 師 に 対 す る コ ミ ュ ニ ケ ー
ション技術研修会（ＣＳＴ研修会）」が好生館　2階 
多目的ホールにて、開催されました。好生館より4名
の 医 師 が 受 講 さ れ 、講 義 や グ ル ー プ ワ ー ク 、イ ン
フォームドコンセントの場面を想定したロールプ
レイと充実した内容での開催となりました。
◆平成28年5月21日（土）・5月22日（日）
　「緩和ケア研修会」が好生館　2階 多目的ホール
にて、開催されます。平成19年の厚生労働省「がん対
策推進基本計画」により「すべてのがん診療に携わ

る医師が研修により、緩和ケアにおける基本的な知
識を習得する。」ことが目標として掲げられました。
佐賀大学附属病院、嬉野医療センター、唐津赤十字
病院、そして好生館は、佐賀県の「がん診療連携拠点
病院」であり、その指定要件として、緩和ケアに関す
る研修会の定期的な開催が義務づけられています。
この「緩和ケア研修会」は、これまでも多くの医師が
研修を修了されておりますが、各拠点病院では卒後
研修2年目から5年目までの全ての医師の受講が必
須とされ、さらに、平成29年6月までには「院内のが
ん診療に携わる医師の90％以上の受講修了」が要件
となります。未受講の先生方は、ぜひこの機会にお
申し込みください。

相談支援セン
ターだより

　H10年に好生館を退職し、神埼の地に無床診療所で整形外
科を開院いたしました。
　周囲には田園地帯が広がり患者さんは高齢者が中心です
が、緊急性のある患者さんや手術の必要な患者さんも時々
あり、好生館にお世話になっております。外から好生館と接
するようになり、佐賀の人達が好生館を頼りとされている
かよくわかりますし、何より開業医の私たちが頼りとしてお
ります。
　今後とも佐賀の医療の中心
として宜しくお願いします。

院長

中島　勝也
〒842-0003
神埼市神埼町本堀2934-25
TEL 0952-51-1430　　　

医療法人
森永整形外科医院

院長

吉本　英夫
〒840-0832
佐賀市堀川町1-10
TEL 0952-25-1105

　日頃より、好生館の先生方には大変、お世話になっています。
　県警本部のすぐ西側で総合診療を行なっています。
漢方薬をよく使うので、小児から高齢者まで、内科や外科を
問わずに幅広く診察しています。その中で、問題のある患者
の多くを好生館に紹介するため、
好生館を本当に頼りにしていま
す。佐賀県医療センターとして、
益々、充実する好生館は、更に頼
もしい存在となりました。
　今後とも宜しくお願いいたし
ます。

院長

陣内　重信
〒840-0859
佐賀市新栄西２-１-２
TEL 0952-29-2226

院長

前山　英彦
〒840-0843
佐賀市川原町5-17
TEL0952-23-2348

院長

森永　秀史
〒849-0934
佐賀市開成６-14-48　
TEL 0952-31-5155

　昭和52年、水ケ江の旧好生館が新築された頃、勤務しておりま
した。現在地に整形外科の有床診を開業して38年が経ちました。
この間、超高齢化社会となり、医療の環境も大きく変化しておりま
す。加齢変性疾患、脊椎・四肢の骨折などが多発し病気の治療の
みならず患者さんの社会的背景も考慮した対応が求められてい
ます。地域包括ケアシステムの一翼を担うため、好生館はじめ病
診連携を密にし、有床診療所の
持つ利便性を活かしながら地域
の医療ニーズに対応できるよう
に努力したいと思っています。今
後ともよろしくお願いします。

がん相談支援センター（支援室）

副室長　　田代　加代子
ＣＳＴ研修会と緩和ケア研修会についての
報告とお知らせ

連絡先 地域医療連携室（TEL：0952-28-1495）

医療法人源勇会
枝國医院

医療法人
なかしま整形外科クリニック

医療法人　前山メディカル
前山医院

医療法人 吉本クリニック

陣内胃腸科内科医院
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ります。
　今後とも佐賀の医療の中心
として宜しくお願いします。

院長

中島　勝也
〒842-0003
神埼市神埼町本堀2934-25
TEL 0952-51-1430　　　

医療法人
森永整形外科医院

院長

吉本　英夫
〒840-0832
佐賀市堀川町1-10
TEL 0952-25-1105
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した。現在地に整形外科の有床診を開業して38年が経ちました。
この間、超高齢化社会となり、医療の環境も大きく変化しておりま
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副室長　　田代　加代子
ＣＳＴ研修会と緩和ケア研修会についての
報告とお知らせ
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医療法人源勇会
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【新任医師の紹介】
KOSEIKAN  DAYORI

医 師 古賀　風太
肝胆膵内科 呼吸器内科

医 師 久保田  未央
呼吸器外科

医 師 中西　晴美
脳神経外科

医 師 髙松  裕一郎
小児科

医 師 江藤　潤也
小児科

医 師 大串　栄彦

医 師 須山 ゆかり
小児科

医 師 川﨑 いずみ
産婦人科

医 師 村上　知彦
泌尿器科

医 師 森田 孝一郎
放射線科

医 師 草場 真一郎
麻酔科

医 師 久保 麻悠子
麻酔科

麻酔科

医 師 三浦 亜紀子
腎臓内科

医 員 泉　枝理子
消化器内科

医 員 行元　崇浩
消化器内科

医 員 松浦　聡子
消化器外科

医 員 梶原　脩平
消化器外科

医 員 前田  佐知子

医 員 内川　和也
消化器外科

医 員 西岡　千佳
肝胆膵内科

医 員 堀　晋一朗
呼吸器外科

医 員 小野　南月
脳神経内科

医 員 　 東　英司
脳血管内科

医 員 秋山　雄介
循環器内科

循環器内科

医 員 河野　佑貴
循環器内科

医 員 今給黎 智美
心臓血管外科

医 員 天本 宗次郎
小児科

医 員 古賀　佳代
整形外科

医 員 伊東　良広
整形外科

医 員 中山　恵介

医 員 福田　宣義
整形外科

医 員 筒井　知明
整形外科

医 員 小川  始主夏
皮膚科

医 員 藤井　達哉
形成外科

医 員 　 平　純一
泌尿器科

医 員 嶋崎  絵里子
耳鼻咽喉科

眼科

医 員 寒竹　大地
眼科

医 員 柴宮　浩希
放射線科

医 員 大平　啓一
放射線科

医 員 日野　卓也
放射線科

医 員 魚住　真弓

総合内科

部 長 松石　英城
腫瘍内科

医 長 大塚　大河
消化器外科

医 長 平木　将紹
産婦人科

医 長 金井　督之
麻酔科

医 長 四宮  宗一郎部 長 木戸　伸一
病理部

新任医師の紹介

医 員 
川村　紗奈江

医 員 
桑野　彰人

医 員 
中山  賢一郎

医 員 
竹下　光英

医 員 
渕上　真穂

医 員 
 峰松　伸弥

医 員 
 本村　壮

医 員 
梅木　駿

医 員 
中原　達秀

医 員 
野口　洋

医 員 
太田　耕二

医 員 
菅原　夢穂

医 員 
松藤　寛治

医 員 
日暮　一貴

医 員 
前田  裕美子

医 員 
河野　佳鈴

医 員 
田中　成幸

医 員 
愛川　可南子

医 員 
久保　里佳

医 員 
 江副　優彦

医 員 
檜垣　梨央

医 員 
佐竹　真緒

初期臨床研修医
2年次
8名

初期臨床研修医
1年次
14名
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（平成28年4月1日現在）外 来 医 師 一 覧 表
区　　　　　分　　　　　　　　　月　　　　　　　　　火　　　　　　　　水　　　　　　　　　木　　　　　　　　　金

　新　患

再　来
　新　　患
　再　　来

　
新　患

　再　　来

　新　患/コンサルト
　再　　来

　新患／再来

　午 前(再 診)
　午 後(新 患)

　再　　来
　新　　患
　再　　来

　産　　科

　婦　人　科

　婦人科(紹介・予約)
　産　科(紹介)

　午　　前
　午　　後

　
完全予約制

　脊  椎

　肝　胆　膵　内　科

　腎　臓　内　科
　糖 尿 病 代 謝 内 科

　透　　　　　析

　　
午　　　　　前

午　前(完全予約制)
再診　月～金　 8：30～12：00
初診　月～金　12：00～13：00

　午　　　　　後

　午　　　　　後

　不　整　脈　外　来

　
放　射　線　診　断

・ＩＶＲ

　(１４:００～１６:００)

　午　　　　　後

　午　　　　　前

　
午　　　　　前

　午　　　　　前
　午　　　　　後

　専 門 外 来

　一　　　　　般
　脳　ド　ッ　ク
　心　臓　ド　ッ　ク

　午　　　前

　感 染 症(予約・紹介)

午　　後

午　　　後 完全予約制

肝 胆 膵 外 科

完全予約制

新　　患

午　　後

呼 吸 器 内 科

総　合　内　科

午　前

　新　患

再　来
　

ピロリ外来(完全予約制)

血 液 内 科

消 化 器 内 科

腫 瘍 内 科
(予約・紹介)

 膠 原 病・リウマチ
(１４:００～１６:００)

午　　　　　前

(14:00～16:00)

パーキンソン病外来(予約制)

　
午　　　　　前

　午　　　　　前
　

午 後　専門外来
　

予約のみ

　
午　　　　　前

　
午　　　　　後

放　射　線　治　療

　

午　　　　　後
( 完 全 予 約 制 )

消 化 器 外 科

 
午　　前

　池 田　園 子

松 石　英 城

　━

　━

　━　━

　━

　
━

　━

　回　　診

　━　━　━

　━

　検　　査 　検　査・処　置　回　　診　検　査・処　置

　河　口　康　典/中　下　俊　哉

　
近 藤　誠 司

　松 石　英 城

池 田　園 子

　池 田　園 子

松 石　英 城

　━ 　━ 　━ 　━

　松 石　英 城

━

　池 田　園 子

━
　岩　永 健　太　郎

加　藤　　剛

　小　宮 奈　津　子

久　保　田 未　央

　松 浦　聡 子

伊　東 陽　一　郎

　横 尾　眞 子
　力 武　修 一
　吉 村　 達(新患のみ)
　大 塚　大 河

　(第２・第４　金曜日)
　(毎週　金曜日)

　中　村　　恵
　担　当　医

呼 吸 器 外 科

　

古　賀　隆　史/久　保　瑞　恵
寒　竹　大　地/柴　宮　浩　希

　

古　賀　隆　史/久　保　瑞　恵
寒　竹　大　地/柴　宮　浩　希

　

古　賀　隆　史/久　保　瑞　恵
寒　竹　大　地/柴　宮　浩　希

(専門外来については小児科外来に
お問い合せください)

　山 口　尊 則

　相　部　　仁
安　座　間　真　也
西　原　雄　之　介

　 森　田　孝　一　郎 他

　

手　　術

　

手　　術

　相　部　　仁
安　座　間　真　也
西　原　雄　之　介

　 森　田　孝　一　郎 他

　相　部　　仁
安　座　間　真　也
西　原　雄　之　介

　 森　田　孝　一　郎 他

　相　部　　仁
安　座　間　真　也
西　原　雄　之　介

　 森　田　孝　一　郎 他

　相　部　　仁
安　座　間　真　也
西　原　雄　之　介

　 森　田　孝　一　郎 他

　髙　島　　洋
　回　　診

　━ 　━　━　━

　━ 　━

　髙　島　　洋
　上　床　武　史/榊　　佑介　東　　英 司　杉　森　　宏　上　床　武　史

　
三　好　　篤

　
北 原　賢 二

　
手　　術

　
手　　術

　
手　　術

　金井 督之/八並　直子
　光　　貴　子
　川　﨑 い　ず　み
　室　　雅　巳

　増 本　和 之
　外 来 手 術

　腎 移 植 　腎 移 植 　腎 移 植

　加　藤　剛

　林　田　　潔
　髙　島　　洋

 　

　井之口 香映子
　坂 田　修 治

　

　権 藤　久 司
　杉　森　　宏

　

　権 藤　久 司
　上 床　武 史
　樗 木　 等/林 田　 潔

　井之口 香映子
　髙　島　　洋

　

　溝 上 泰 一 朗　坂 田　修 治
　
━

　
(脳動脈瘤外来)松　本　健　一

　
(脳血管内治療外来)溝上　泰一朗

　髙松 裕一郎
　(水頭症外来)坂　田　  修　治

(脳腫瘍外来)髙松 裕一郎

　松 本　健 一

　野　口　信　宏
佐　野　直　人

　野　口　信　宏
佐　野　直　人

　野　口　信　宏
佐　野　直　人

　野　口　信　宏
佐　野　直　人

　野　口　信　宏
佐　野　直　人

　フットケア外来

　原 田 慶 美
　外 来 手 術

　安 永　牧 生/川﨑 いずみ
　室　　雅　巳
　光　　貴　子
　室　　雅　巳

　安 永　牧 生/光　貴　子

　寺 﨑　泰 宏 　寺 﨑　泰 宏
　寺　﨑　泰　宏/中西 晴美

　
白羽根 健吾/藤　野　稔

　
白羽根 健吾/藤　野　稔

　寺　﨑　泰　宏/中西 晴美

　川﨑 いずみ
　八　並　直　子
　室　　雅　巳

　午後の診療枠は紹介状のある新患あるいは予約のある再来患者のみです。

　各病棟(精神科コンサルテーション・リエゾン)

手　術　日

(急患のみ担当者)

手　術　日

(急患のみ担当者)

　杉　森　　宏

　髙　島　　洋 　小 野　南 月 　小 野　南 月 　髙　島　　洋

　
渡 辺　哲 雄

　

手　　術

　
手　術
午前中

紹介・予約
樗 木　 等

　

手　　術

　德　田　倫　章/諸 隈 　太
内　野　洋　志/村　上　知　彦

　

前　隆　男/塚　本　伸　章
屋　良 卓　郎/当　番　医

　加　藤　剛

前　隆　男/佛　坂　俊　輔
小　宮　紀　宏/当　番　医

アレルギー外来
心 身 症 外 来
血 液 外 来

１ ヵ 月 健 診循 環 器 外 来
予　防　接　種

血 液 外 来循 環 器 外 来
神経外来(当館医師）

内分泌外来

アレルギー外来（第1・第3）
乳　児　健　診
予　防　接　種

　加　藤　　剛

　塚　本　伸　章/小　宮　紀　宏
屋　良 卓　郎

手　　術

　德　田　倫　章/諸 隈 　太
内　野　洋　志/村　上　知　彦

　

手　　術

　
手　　術

　

手　　術

回　　診 回　　診

　内 藤　光 三
里　　学

　内 藤　光 三
里　　学

　
手　　術

　德　田　倫　章/諸 隈 　太
内　野　洋　志/村　上　知　彦

　

手　　術

━ ━ ━

　検　　査

平 木　将 紹

池　田　　貯
　池　田　　貯

久　保　　洋
　姉　川　　剛

平 木　将 紹
　佐　藤　清　治

田 中　聡 也
　田 中　聡 也

姉　川　　剛

　

小 杉　寿 文
鵜 池　直 邦

　
三　好　　篤

　
久　保　　洋

　
北 原　賢 二

　

小 杉　寿 文
鵜 池　直 邦

　寺﨑　泰宏(14:30～16:30)　林田　潔(13:30～15:30)　岩永　健太郎(14:30～16:30)

　
渡 辺　哲 雄

　
渡 辺　哲 雄

　
渡 辺　哲 雄

　
渡 辺　哲 雄

　山口　尊則(第３金曜日休診)
　ペースメーカー外来(予約制) 　━　担　当　医　━　━ 　━

　心カテ　心カテ(午前・午後)　心カテ　検　　査 　検　　査

　

江 島　健 一

古 閑　靖 章

　

石 丸　正 吾

石 井　博 修

　

石 丸　正 吾

非　常　勤　医　師

　

石 丸　正 吾

石 井　博 修

　

石 丸　正 吾

石 井　博 修

　

石 丸　正 吾

石 井　博 修

　吉 田　敬 規

中 村　郁 子

　吉 田　敬 規

中 村　郁 子

古 閑　靖 章

中 城　総 一

　林　田　　潔

江島　健一/秋山 雄介

　担　当　医 　担　当　医 　担　当　医 　担　当　医

　古 賀　風 太

　
横 尾　眞 子

　権　藤　久　司/久 富　崇
　中　村　　恵
　吉　村　　達

　

　力 武　修 一

　中　下　俊　哉/桑　代　卓　也

　
久 富　崇

　近 藤　誠 司

　吉 村　 達(新患のみ)

　

　中　村　　恵/力　武　修　一

　
近 藤　誠 司

　久富崇/移植後ﾌｫﾛｰｱｯﾌ外゚来(午後)

　力 武　修 一
　吉　村　　達
　大 塚　大 河 　嬉 　野　紀　 夫

　小 楠　真 典

　小 楠　真 典

　福 岡　麻 美 　福 岡　麻 美 　福 岡　麻 美 　福 岡　麻 美 　福 岡　麻 美
 

　中　村　　恵

　河　口　康　典/古 賀　風 太

　嬉　野　紀　夫/大　塚　大　河 　嬉　野　紀　夫/小　楠　真　典 　嬉　野　紀　夫/小　楠　真　典 　嬉　野　紀　夫/大　塚　大　河

　嬉　野　紀　夫/小　楠　真　典

　横尾 眞子（第1･3･5金曜）/

久 富　　崇（第2･4金曜）

　行 元　崇 浩

中 山　敦 史

　当　 番 　医

緒 方　伸 一

　伊　東 陽　一　郎

緒 方　伸 一

　河　口　康　典/桑　代　卓　也
　中 山 敦 史

行 元 崇 浩 
　中 山 敦 史（午前）

　権 藤　久 司
　中　村　　恵

　多 田　芳 史
　小 野　伸 之

　力 武　修 一

　加　藤　　剛

岩　永 健　太　郎

　久　保　田 未　央

加　藤　　剛

　久　保　田 未　央
　岩 永 健 太 郎

　
手
　

術

内　　科

外　　科

小　児　科

産婦人科

　

放射線科

脳　神　経
内　　科

　　
眼　　科

　

整形外科

　

人　　間
ド ッ ク

　

心臓血管
外　　科

循　環　器
内　　科

精　神　科

緩　　和
ケ　ア　科

耳　　 鼻
いんこう科

泌尿器科

歯科口腔
外　　科

形成外科

脳　神　経
外　　科

看護専門外来

　

脳血管内科

　

禁煙外来

　午　前(紹介のみ) 　古場 慎一 外来手術(午後) 　古場 慎一 外来手術(午後)　手　　術　古場 慎一 外来手術(午後) 　手　　術
　

皮　膚　科

　宮　崎　純　二/大　橋　　充
嶋崎　絵里子/小　池　健　輔

　宮　崎　純　二/大　橋　　充
嶋崎　絵里子/小　池　健　輔

　宮　崎　純　二/大　橋　　充
嶋崎　絵里子/小　池　健　輔

小　児　外　科

乳　腺　外　科

上 杉　達
　

手　　術

　
手　　術

　
手　　術

手　　術
　村　守　克　己

福　田　篤　久

福　田　篤　久
　村　守　克　己

午　　　　　後 　回　診・検　査　回　診・検　査 　回　診・検　査

　検　　査

　手　　術　手　　術 手  

術

手  

術

 新　　患

 再　　来

 新　　患
 再　　来

　

午　　前

一 般 整 形
　

佛 坂　俊 輔

神経外来(当館医師）
神経外来(医大医師第2・4）

内分泌外来/予防接種

　
完　全　予　約　制

　　
江  口　  忍

　　
江  口　  忍

　　
江  口　  忍

　　
江  口　  忍

　　
江  口　  忍
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